
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 水稲中心農家 園芸複合農家 生産組織・法人 女性・高齢者 定年退職者

導入
適性

◎ ○ ◎ △ △

作付け
の目安

2～3人で
50～100ａ

他品目との競
合程度による

4～6人で
1～2hａ

移植栽培の場
合１人で5～10ａ

移植栽培の場
合１人で5～10ａ

その他

生産組織・法人に属さ
ない人は小面積移植
栽培で取り組みましょ
う

生産組織・法人に属さ
ない人は小面積移植
栽培で取り組みましょ
う

　　　◎：特におすすめ、　○：おすすめ、　△：要検討

所有する機械やＪＡ貸出し機械を活用し、まとまった面積の
栽培に取り組みましょう

 

   

 

(直は栽培) 

栽培適地はどんなところ？ 

こんな農家におすすめです！ 

作 型 

● 目安：大豆単収 200kg 以上のほ場 

● えだまめは、大豆より発芽が不安定で 

湿害に弱く、生育が不安定になりやす

いため、排水性が良く地下水位の低い

ほ場を選定します。 

● 砕土率を高めて発芽をよくしたり、管

理作業の効率をあげるため、水田転換

初年度より、２年目以降が適します。 

 

●地域の重点品目として、サポート体制が整っており、ＪＡで必要な機械の貸し出しや

調製選別の請負なども行っています。 

●水稲や大豆との作業競合が少ないため、水稲中心の法人・生産組織でも取り組めます。 

●主要作業の機械化が進んでおり、大規模生産が可能です。( 別紙参照 ) 

●品種・は種時期の組み合わせにより継続出荷ができ、労力を有効に活用できます。 

推進理由 

は種 収穫

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

品種・主な作業

白毛・茶豆系品種(早生)

茶豆系品種(中生)

茶豆系品種(中晩生)

５月 ６月 ７月 ８月

土寄せ・追肥・防除



 

上手に栽培するポイント 

●生育適温は 25～30℃で、10℃以下の低温では生育が停滞します。 

 品種の特徴にあった、適正なは種時期を遵守しましょう。 

●耕うんうね立て同時は種では、土塊が粗いと発芽が安定しません。また、は種以降

の土壌処理除草剤の効果安定、土寄せの精度などにも影響しますので、適正な土壌

水分の時に作業し、丁寧に耕うんし、土を細かくします。 

●根張りの促進と倒伏防止、雑草対策として中耕・培土を行います。 

●開花～さや肥大期に、乾燥が続く場合は、うね間かん水を行い、結実率を高め、 

さやを肥大を促進させます。 

●収量と食味・外観品質を向上させるため、開花期と収穫 14 日前頃に追肥します。 

●また同時期、JA えだまめ防除暦などを参考に、病害虫防除をしっかり行います。 

●収穫は気温の低い早朝に行い、収穫後は速やかに選果場へ持ち込み品質の低下を防

ぎましょう。 

 

 

 

●水田転換畑では、周囲明きょや弾丸暗きょの施工、耕盤破砕（サブソイラ、プラソイ

ラの使用）により排水性・透水性の改善を行いましょう。 

●収穫（および出荷調製）に労働力が集中します。えだまめは収穫適期が３日程度と短

いため、収穫遅れとならないように、他の作物との競合や労力を考慮して作付け計画

を立てましょう。 

  （10a の収穫目安 ハーベスタ収穫：３人×４時間×1.5 日 （18 時間）） 

●収穫は、ＪＡでハーベスタ（収穫機）、引抜機、脱莢機等の貸し出しを行って

います。また、大型機械所有者への作業委託も可能です。さらに収穫後の調製

選別作業はＪＡに委託することができますので、新たな機械投資は少なくすみ

ます。 

導入上の留意点 


